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議会運営委員会会議録 

 

平成２９年４月２０日 木曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午前１１時３０分閉議（実時間８１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議長の諮問に関する事項 

 （１）議会改革について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  野 﨑 伸 也 君 

副委員長  松 永 純 一 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  鈴木田 幸 一 君 

 

※欠席委員 亀 田 英 雄 君 

      成 松 由紀夫 君 

      前 垣 信 三 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局次長    嶋 田 和 博 君 

                              

○記録担当書記     嶋 田 和 博 君 

            増 田 智 郁 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（野﨑伸也君） ただいまから議会運

営委員会を開会いたします。 

                              

◎議長の諮問に関する事項 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、１、議長

の諮問に関する事項の（１）議会改革について

を議題とします。 

 まず、③会議出席費用弁償の見直しについて

でありますが、前回の委員会におきまして４案

が示されました。第１案は、会議出席費用弁償

は廃止とする。第２案は、距離に応じた交通費

に相当する実費支給のみとする。第３案は、各

会派から新たな提案をする。第４案は、現行ど

おりに支給する。 

 以上の４案をベースに論議をしていきたいと

いうふうに思いますが、第３案の各会派からの

新たな提案につきまして、どなたか御提案ござ

いますでしょうか。ありませんか。新たな御提

案はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、なしとい

うことでございますので、４案としておりまし

たけれども、３案ということで論議を進めてい

きたいというふうに思います。 

 各会派のほうはですね、前回は各会派の意向

のほうは一応伝えていただきましたけれども、

それにお変わりはありませんでしょうか。 

 前回のですね、会議のときに自民党３会派か

らは現行どおりの支給というようなお話があっ

ておりました。政友会のほうも現行どおりと。

改革クラブ、無所属未来のほうは実費のみ支給

というようなことでございました。 

○委員（松永純一君） 連合市民クラブの提案

の中でですね、廃止するという案ですね、それ

から実費支給という案があるわけですね。この

実費支給というのは、要するに車賃だけをキロ

数に応じて実費支給するということで、日当に

ついては廃止ということですか。そのあたりの

確認をしたいんですが。 
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○委員長（野﨑伸也君） 提案の内容ですけれ

ども、車賃のみ、日当の３０００円相当額です

かね、というのについては、私、連合市民クラ

ブとしては廃止ということで提案をしたいとい

うことでございます。つまり、キロ数に応じた

車賃のみを提案するということでございます。 

○委員（松永純一君） ということは、一人一

人の、ここが拠点ですから、私であれば、私の

自宅からここまでの距離が例えば２０キロだと

すると、往復４０キロですから、３７円に４０

キロを掛けて千何百円かになるということでの

提案ということですか。 

○委員長（野﨑伸也君） そのとおりです。 

○委員（松永純一君） 確認は終わりました。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。今の

確認事項も踏まえまして何か皆さん方からござ

いませんか。会派での論議内容について披瀝い

ただいても結構かと思いますけれども。 

○委員（松永純一君） もう一つですけど、

今、議論になっているのは、八代市議会議員の

議員報酬等に関する条例ということに入ってお

るわけですね。市職員等の旅費に関する条例と

いうのもあるんですよね。これを見てみると、

要するに議員の車賃、それから日当、それから

宿泊料、それから食卓料ですね。これに類似す

るというか、関連している職員等の旅費に関す

る条例というのがあるんですけれども、これは

市長から副市長、教育長、監査委員とか、ある

いは職員のですね、７級の者とか、５級の者と

かというのも、やっぱり給料はもらっておりま

すけれども、一応旅費として１キロ当たり３７

円、それから日当については市長が３０００

円、あとは２７００円とか、２５００円とかあ

るわけですね。宿泊料についても市長が１万４

８００円、食卓料は３０００円。ですから議員

は市長と合わせてあるわけですね。議会という

のは議員が決めればいいことですから、条例内

容は議員発議で変更できるんですけれども、そ

ういったものの職員等との関連もありますの

で、日当を廃止するというのはいかがなものか

なというふうにもちょっと思ったところです。 

 これは要するに財政寄与というか、そういう

ことですけれども、もし全廃した場合に、私は

決算書を見たんですけれども、なかなか費用弁

償というのが出ていなかったんですよね。です

から幾らぐらいになるのか。あるいは実費支給

にした場合に幾らぐらい削減されるか。この辺

は連合市民クラブは計算しておられますか。 

○委員長（野﨑伸也君） 代表として、私、委

員長のほうから答えますけれども、提案する際

にですね、事務局のほうに一旦確認をさせてい

ただいたというところがあります。次長、あり

ますか、資料は。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） はい。 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、お願いしま

す。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） ただいまの

会議出席費用弁償の予算上の措置、実績という

ことでございますけれども、平成２７年度の決

算ベースで申し上げますと、会議出席費用弁償

に係る経費は４７１万７００円、平成２８年度

決算見込み額で申し上げますと、現時点で４８

０万２４００円ということになっております。

このうち、日当相当部分はどれだけを占めてい

るかということですが、先ほど来出ていますと

おり、現在、条例で定められました会議出席費

用弁償というのは実費相当分プラス日当３００

０円が含まれたものとなっておりますので、こ

の日当部分に占める経費というのは、平成２８

年度の決算見込みで４８０万２４００円のう

ち、日当相当部分が３８１万３０００円という

ことです。したがいまして、実費相当部分は約

１００万円程度ということになっております。 

○委員（松永純一君） じゃあ、廃止した場合

に大体５００万弱、それから実費という提案に

した場合には約４００万程度が財政寄与できる
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というようなことですね。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。 

○委員（松永純一君） そういうことで理解し

ました。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかに。自民党会派

はございませんか。 

○委員（古嶋津義君） うちは４月１０日に会

議をしましたが、一応、現行どおりということ

で。 

○委員長（野﨑伸也君） 現行どおり。変わり

なしということですね。 

○委員（古嶋津義君） はい、変わりなしで

す。 

○委員（増田一喜君） うちも現行どおり。 

○委員（村川清則君） 礎も同じです。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（中山諭扶哉君） 改革のほうは、２案

の実費のみということでございます。 

○委員（山本幸廣君） 未来はですね、この

前、５名で長時間にわたって議論をして、今、

副委員長が言われた中身も含めてから精査をす

る中で、予算のところをちょっと今回お聞きし

ながらその判断をしようかなということで。実

費という形をとっておったんですが、そうなれ

ば執行部と合わせたほうがいいんじゃないかな

という声が、最終的にですね、現行どおりとい

うような形の中で、という意見の中で集約をし

たというのが未来の考え方であります。中身の

精査というのもなかなかできなかったもんです

けんでから、５人の意向としては、きょうの会

議の中ではそのような方向づけで行こうかなと

いう考え方であります。未来としてはですね。 

○委員（村上光則君） うちはこの前も現行ど

おりということだったと思いますが、そのとお

りでいいと思います。 

○委員長（野﨑伸也君） 前回から、会議され

て来ていただいたんですけれども、変わりはな

いような感じがします。若干、今、松永委員か

ら質疑もあったんですけれども、そこら辺のと

ころも踏まえるとですね、皆さん方が財政寄与

の関係ですよね、についてはいかがな見解を持

たれているのかなというのを少しお聞きをした

いなというふうには思ったんですけれども。 

○委員（松永純一君） 財政寄与についての考

え方ですけれども、今、議会改革の特別委員会

で定数削減について議論がされておりますよ

ね。何人になるのかわかりませんけれども、削

減されるのはされると思うんですよね。そうす

ると、１人当たり何百万という単位で削減がで

きますので、そういった議会の改革というのは

削減でできると思うんですよね。 

 ですから、こう言ってはいけないですけれど

も、小さいところをさわるよりもですね、そこ

は定数削減あたりをですね、やっぱりしていっ

たほうが、額も結構、仮に１人削減したとして

もですね、これよりかなりの額になるだろうと

思うんですよね。ですから、何人かわかりませ

んけれども、そういったことが今、議論をされ

て、恐らく削減の方向じゃないかなと思います

ので。そういったところで、今回、議会改革と

いうことになればそれでもいいんじゃないかと

思うんですけどね。財政寄与という観点ではそ

ういう考え方もあるんじゃないかと思います。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。自民党会派のほうからは何か話し合いの中

ではそういった考えはありませんでしたか、財

政の関係については。 

○委員（古嶋津義君） うちは財政の話はなか

ったと思いますけれども。いろいろありまし

て、小さなことよりもっと大きなことのほうを

改革したほうがいいんじゃないかという話は出

ました。例えば、８月にちょっと選挙がありま

すが、なかなか立候補者も少ない。どこにやっ

ぱりその辺があるのかなと考えてみれば、やっ

ぱりあんまり締めつけてあるからという話も出

ておりました。そういう中で、現行どおりでい
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いんじゃないかという話でうちはまとまったと

ころです。 

○委員（村川清則君） とにかく若い人が立候

補しやすい、報酬面についてもだし、こういう

費用弁償についても立候補しやすい環境でなけ

ればならないと思いますので、最低限、現行ど

おりという話が多く出ました。 

○委員（増田一喜君） うちも、３会派一緒に

会議してますから、同じようなことですけど

ね。やっぱり、今は耳ざわりのいい話なのかも

しれないけれども、将来のことを考えれば、本

当に若い連中が出てこれない。私たちもどうせ

そのうちには去っていかないけぬ立場じゃあり

ますけれども、若い連中が出てこれるような環

境はやはり保持せないけぬのじゃないかなとい

うことで、やはりそんなに性急にどうのこうの

といってするんじゃなくて、しばらく余裕を持

って考えたほうがいいのかなということで、さ

しよりは現行どおりという結論に至ったという

ことです。 

○委員（中山諭扶哉君） 改革クラブとして

は、そうですね、特にこの件に関しては実費で

市民の理解が得られるんじゃないかということ

で、特にそれ以外の意見というのはですね、出

なかったということで。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。現行

どおりというようなところが多かったんじゃな

いかなというふうに思うんですけれども、２会

派、３会派ぐらいは実費支給というところもあ

ります。 

 あわせてですね、松永委員から先ほど質疑も

あったんですけど、日当を廃止するのはいかが

なものかというようなことがあったんですけれ

ども。職員のほうについては旅費規程というよ

うなところでございますので、ここ八代を出て

いった場合のという話に基準を定めているとい

うふうに私は理解をしているんですよね。日当

というのが、議員に対して、同じ八代市内で会

議があるときに出てきてもというのはちょっ

と、最近の御時世からするとナンセンスじゃな

いかなというような思いでというような提案で

もございますし、あと、そういった感覚の中で

ですね、全国的に廃止、全廃であったり、あと

は実費支給だったりというふうに見直されてき

ているというのもあって、今回、提案をさせて

いただいているところでございますので、御理

解をいただきたいなというふうには思います。 

○委員（松永純一君） ただいまのことに反論

するわけじゃないんですけれども、市職員の場

合はですね、旅費に関する条例となっているん

ですよ。ところが、議員の場合は、市議会議員

の報酬等に関する条例の中のですね、第５条に

費用弁償として旅費を支給するとなってる。こ

こがですね、条例が間違ってるとは言わないん

ですけども、八代市議会議員の旅費に関する条

例というのであればですね、今、委員長が言わ

れたのはすっきりするんですけれども、市職員

の場合は旅費に関する条例、議員の場合は報酬

等に関する条例、その中で費用弁償として旅費

を支給するということですから、旅費には間違

いないんですよね、条例上。ですから私は、日

当を削減するのはどうかなというようなことを

考えたわけです。 

○委員長（野﨑伸也君） 皆さん方の話し合い

の中のということでお話をいただいたところか

ら拾いましたけれども、自民党さんのほうから

は、余り締めつけというか、若い人たちがなか

なか立候補できないような状況をつくるともい

かがなものかというような話もあったかと思い

ます。これを削減したとしてもそれほどです

ね、財政効果的には少ないんじゃないかと、も

う少しやるべき部分があるんじゃないかという

ような話もありましたので。 

 もう一つ皆さんに持ち帰りというか、提案を

ちょっとさせていただきたいんですけれども、

報酬の関係ですね。議員報酬の関係だったり、
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これも先ほど言いました報酬等の中の条例の中

の一つというようなことでございますので、そ

の報酬の関係についてもですね、ぜひ皆さん方

の会派からですね、費用弁償を含めたですね、

報酬の今後のあり方とかですね、そういったも

のをちょっと意見聴取していただければどうか

なと。 

 本来であれば、議員定数を削減するというよ

うな中であれば、そこのところもですね、さわ

らないかぬ部分じゃないかなというような思い

は私としてはあったんですけれども、なかなか

項目としては上げられてなかったと。それを意

見聴取して、今後、それを議論していくかとい

うようなことはございませんけれども、セット

でですね、そういうところを考えてみるべきじ

ゃないかというふうに思いますので、皆さん方

が、若い世代の方々がなかなか立候補できない

状況をつくるのもいかがなものかというような

話もありましたので、そこら辺の意見聴取のほ

うをですね、ちょっとお願いをさせていただけ

ればというふうに思います。 

○委員（山本幸廣君） 要するに、連合市民ク

ラブからのですね、費用弁償の廃止等々につい

ても、今、委員長が言われたように、現在では

多くの地方議会というのがいろんな問題視をで

すね、されて、国民からの見る目というのは本

当に厳しい目があるわけですね。そういう中

で、連合市民クラブとしての御提案がなされた

という中で、今、意見なりを集約をしてきた、

各会派からの考え方をされとるんですけれど

も、その面については私どもも理解をしたいと

思います。その面についてはですね。 

 廃止をするか、それとも実費だけでするの

か、現行どおりでするのかと３案あったんです

けれども、現行どおりの問題についてもいろい

ろとやっぱり議論はありました。実費について

もですね、うちの中でもやっぱり車賃のキロメ

ーター３７円という中で。そのとき私ども、日

当の１日につき３０００円を含んどるんかなと

いうことでうちも大変議論したんです。そうし

た中で、いや、含んでないという状況だったの

で。それは報酬等も含めてですけれども、私た

ちが議論したのは。報酬等については、はっき

り言ってから、今までずっと、旧八代市のころ

から凍結みたいになってきていましたからです

ね。財政健全化団体に入った直後ぐらいからで

すけども。 

 そういう中で、やっぱり類似都市等を含めれ

ば、やはり議員報酬については安いというよう

な状況でありますので、そういうのも含めた中

で、じゃあ、現行どおりという形の中をです

ね、私たちは５人しかおらんですけど、そうい

うのを含めてうちは議論したんです。それなら

ば現行どおりのほうが、今のところは議員の報

酬を、議員定数を削減したからすぐ上げるとい

うことはなかなか難しいという状況で、じゃ

あ、費用弁償については現行どおりの方向でと

いうことでまとまったというような状況です。

これは会派としての意見ですからですね、皆さ

ん方の意向を聞きながら、最終的に委員長、副

委員長、私たちで決めていかないかんとですけ

ども。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。 

 今、山本委員がおっしゃられたとおりかと思

うんですよね。提案した側からすると、ここを

廃止して議員報酬のほうに話を膨らませていっ

たほうがいいのかというようなところもです

ね、なきにしもあらずではあったんですけれど

も、やっぱりおっしゃるとおり、すぐすぐです

ね、それができるかどうかというのは今後の議

論次第だろうとは思うんですけれども。そうい

った思いで、まずはここら辺から手をつけてい

ったらどうかなという思いで提案させていただ

いております。（｢もう一回だけ持ち帰らせて

ください」と呼ぶ者あり）意見聴取のほうのお
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願いもさせていただきましたので、こちらの件

については、費用弁償の廃止、あるいは実費支

給の関係ですよね、についてはもう一度持ち帰

りのほうをお願いをさせていただければという

ふうに。提案した側からも、ちょっともう一回

持ち帰らせていただきたいというような思いも

ありますので。実費支給というような会派もお

られましたので。 

○委員（山本幸廣君） 現行どおりの実費でも

同じことですが、数字がどう変わるかというと

ころ、そこまで考えてなかったもんですから

ね、私たちは。だから持ち帰りをお願いしたい

と委員長に御提案しているんですね。数字が、

現行どおりにするならば現行どおりで、前のま

まの数字でいいのかと、新現行どおりとか、そ

ういうのを考えたらどうかなというふうに、私

どもで意見が出とったもんですけんね。まず

は、そういう集約の中では未来としては現行ど

おりという形になったんですけど、数字につい

ての議論はですね、やっぱりしようかなという

ことはありました。 

○委員長（野﨑伸也君） この件について何か

ございますか。 

○委員（古嶋津義君） うちは、先ほど申し上

げましたように、４月１０日の会派の中でちょ

っと報酬のことも出たのは出たんですよ。しか

し、議員の定数削減にリンクしていきますけれ

ども、報酬を少し上げんと若い人が、議員だけ

でやっている人は無理じゃないかという話も出

ましたが、この報酬について、やっぱり報酬等

審議会がありますので、そこが大事なことで、

私どもは私どもで上げるわけにはいきませんの

で、その辺のところはもう一回持ち帰って、報

酬に、先ほど委員長が言ったように意見聴取の

ほうをやってみたいというふうに思っておりま

す。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） なければですね、③

会議出席費用弁償の見直しの件については一旦

持ち帰りいただくということで決定することに

御異議ありませんか。よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、持ち帰りと

いうことでお願いいたします。 

 それでは続きましてレジュメ④、管外行政視

察の見直し、視察成果の反映ということでござ

います。こちら、前回はたたき台のほうをです

ね、提案していきますというようなことでござ

いました。提案していただきました。資料のほ

うをお配りさせていただいております。改革ク

ラブのほうからですね、若干、御説明いただけ

ればと思います。 

○委員（中山諭扶哉君） 会派のほうでです

ね、ちょっとこれについて検討させていただい

た結果ですね、少々文言のですね、変更をさせ

ていただきまして、順番についてもちょっと変

更をさせていただいたというところで、委員長

のほうに御案内した結果ですね、この新しい申

し合わせ事項をつくっていただいておるという

ところで、ありがとうございました。内容につ

いてはですね、改革クラブとしては、２番目と

４番目ですね、これ、以前は逆になっとったと

思うんですけど。視察前にですね……。 

○委員長（野﨑伸也君） 中山委員、今回初め

て提案です。 

○委員（中山諭扶哉君） そうですか。（｢き

ょう初めて」と呼ぶ者あり）済みません。たた

き台のほうをですね、そしたら、つくらせてい

ただきましたので、一応、１番から６番までと

いうことで確認をしていただきたいというふう

に思います。 

 主にはですね、議員の意識、そしてですね、

市民の感情等にですね、配慮をさせていただい



 

－7－

てですね、どう行政視察を市政につなげていく

かということを念頭にですね、つくらせていた

だきました。御確認をお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（野﨑伸也君） 委員長、副委員長も

一緒にですね、案のほうを作成させていただき

ましたが、副委員長のほうから何かございます

か、つけ足して。 

○委員（松永純一君） １番目のですね、視察

先の選定については、各委員が研修先と研修目

的、それから研修テーマも後で考えついたのが

あるんですよね。研修テーマ等を記載した用紙

とありますけども、実際にこの用紙がどうなる

かというとですね、委員長が提出を求め、委員

長に提出するわけですけれども、恐らくこの用

紙というのは、何々委員会行政視察調査票か調

査書というようなものになると思うんですよ

ね。 

 ですから、申し合わせ事項ですから、具体的

に用紙ではなくてですね、やっぱり私であれば

建設環境委員会行政視察調査票とかということ

でですね、研修目的、研修テーマ、それから研

修先、考えられる日時等をですね、書いて、委

員長に提出したほうがいいんじゃないかという

ふうに思います。この研修の見直しというのは

大事なことなんですね。ですから、そういうふ

うにして、各常任委員会で共通した、今、求め

られている行政視察を行うということで、そう

いうふうに提案したいと思います。 

 あと、もっと重要なことは、視察後にどうい

うふうに市政へ反映するかということが最重要

なことだろうと思うんですよね。ですから、こ

こにおおむね１カ月というふうに書いてありま

すけれども、こういったことをもうちょっとで

すね、おおむね１カ月以内に、いわゆる行政側

と視察に行った議会側と情報を共有するために

委員会を開く。この委員会を正式な所管事務調

査の委員会にしていくのか、先ほどの費用弁償

の件もあるんですけれども、そういったことに

するのか。あるいはそうじゃない――、そうじ

ゃない委員会というのはないんでしょうけれど

も、費用弁償等が伴わないものにするのかです

ね、そのあたりもちょっとやっぱり詳しく、申

し合わせ事項の中にはきちんと決めてですね、

そして執行部は、担当課長とか担当係長とかで

すね、必要があれば部長とか次長にも出席して

いただくとかですね。そういった、もう少し６

番について、後で考えたんですが、もう少しや

っぱり申し合わせしとったほうがいいかなとい

う部分もあるかと、私はそういうふうに今、思

いました。 

○委員長（野﨑伸也君） 今回初めて皆さん方

への提案ということでございましたので、なか

なかすっと入っていかない部分があるかもしれ

ませんけれども、あらかた、今、中身のほうは

ですね、読んでいただけたのかなというふうに

は思います。これについて何かございますか。

御意見等ございますか。 

○委員（村川清則君） ５番目に、委員それぞ

れが復命書を作成しとありますけれども、これ

は所見のことですか。復命書ですか。復命書な

ら同じような内容になると思いますよ。 

○委員（松永純一君） この復命書というのは

ですね、私たちは今、行政視察に会派で行きま

すよね。そのときも復命書ということで出すん

けれども。（｢まとめて出しますよね」と呼ぶ

者あり）その復命書というのはですね、結局、

どこどこにいつ、どういうテーマで行ったと、

どういったやりとりをしたとかですね。そし

て、所見も含むわけですよ、要するに。所見と

いえば、どう感じたかというようなことを書く

わけでしょう。しかし、復命書というのは全て

のことを含んでいるということで、そういう理

解で復命書というふうにしました。当然、所見

も含むということです。 

○委員（村川清則君） それを委員全員が書く
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ということですか。 

○委員（松永純一君） そこもですね、提案と

してはですね、やっぱり一人一人所見も違うで

しょうし、どういうことを、例えば質疑応答と

かありますよね。そういうのも一人一人違うん

だろうと思うんですよ。私がこういったことに

ついて質問したら、こういった答弁がありまし

たとかですね。そこらあたりも含めて、復命書

ということでですね、これには書かせていただ

いたということです。適当でなければですね、

それは変えてもいいんですけれども。きょう、

初めての提案ですから。 

○委員（中山諭扶哉君） 今、復命書というこ

とでありましたけれども、現状は会派で出して

いるような復命書と同じような内容ということ

で捉えていいですかね。 

○委員（松永純一君） 復命書というのは、要

するに復命ですから、行って帰ってきてからで

すね、書くものですので、そういったことで。

今、会派がどういったふうに出されているか、

全ての会派はしておりませんけれども、やっぱ

り復命書というのは一人一人提出するものだと

いうふうに、私はそういう理解で書かせていた

だきました。第１回目の提案です。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。 

○委員（村上光則君） 先ほど、副委員長が言

われた６番のですね、今まで私も１８年間、視

察に行ってきましたけれども、この前も言いま

したように、市政の反映に何がなったんだろう

かと。そうすると、また私も市民との会話の中

でですね、あんたたちは、視察、視察って、何

しが行くとかって、旅行だろうむねて、そうい

う意見が非常に多かっですよ。だからもうそぎ

ゃん言われてまでですね、私はああいう勉強を

している、ずっと何時間もですね、いろいろと

勉強をしながらしてくるんですが、市民の人た

ちは全くそういう気持ちじゃないと思います。 

 私も、ほとんど議会の終わった時点で会合を

ですね、１０団体ばかりとすっとですが、たび

たびそういうことを言われます。だから私は、

本当に視察は嫌なんですよ、はっきり言って。

だから、やっぱり市政の反映になるような、視

察後に執行部とのやりとりとか、そういうやっ

ぱり効果を何か出さんといかぬなという気持ち

があるもんですから。そういう形をとればです

ね、視察も非常に効果的なものになると思いま

すけれども、今までやってきて、じゃあ、何が

反映できたんかなと言えば、誰もそれにお答え

できる人はおらぬだろうと私は思います。そう

いう気持ちです。 

○委員長（野﨑伸也君） そういった市民の皆

さんに、これまでのいろんな、どこどこに行っ

て、どういった研修をして、どういった所見が

あったというところまでお伝えができていなか

った部分というのも今回やりたいんだというこ

とで、ホームページのほうにいろんなことを掲

載していこうというようなことで提案もあって

おりますし、やっぱり発信していかんとです

ね、なかなか市民の皆さんも御理解いただけな

いのかなと思いますので。 

○委員（増田一喜君） ６番目の市政への反映

方法などを検討する、これだけ読めば、視察に

行ったら他市の方法とか、よかったとか何かあ

るんでしょうけれど、何か全て本市に反映せな

いけぬのかなというふうに受けとれるんですよ

ね。必要とあらばそれは反映する必要があるで

しょうけれども、このことだけでは、何でもか

んでもそこでよかったと言われれば、全部本市

に合うようにしてやらなきゃいけぬという、そ

れは少しいかがなものかなと。 

 やっぱり本市は本市の特徴とかがあるだろう

し、他市は他市の特徴があって、その中でやら

れているところがあるだろうから。それはどう

いう意味合いなんですかね。市への反映方法な

どを検討するとか、行ったら必ず向こうのいい



 

－9－

ところを全部取り入れてしまうのか、それをど

う取り入れたらいいのかということをやられる

のか。そういう意味でされているのか、それと

も、やっぱりほかのところはそれ特徴があるけ

ど、だけどうちにはそれは合わないとなったと

きには、それはそれでこの件については反映す

る必要はないんじゃないかという、そういう結

論を出されるとか、そういう意味合いが何かあ

るんですかね。私はこの文章だけを読んだら、

何か全て取り入れなきゃいけぬというふうに聞

こえるというか、なるんですけれど、これはど

んな意味合いなんですかね。 

○委員（松永純一君） 私は最初のほうで、視

察後の見直しというか、視察成果の反映とい

う、改革クラブさんの提案の中で最も重要なこ

とだというふうに申し上げたんですが、村上委

員からもですね、市民はそうは思っていないぞ

ということは、結局、視察に行ってよかったこ

とも、よくないこともあったかもしれませんけ

れども、そういうのがやっぱり反映されていな

いと。ここがですね、やっぱり大事なことであ

って、それを反映させるためには、議員も行政

も情報を共有するというのが大事なことなんで

すね。 

 行ってきてから、いわゆる常任委員会の関係

のところを視察してくるわけですから、そこの

担当のほうと、やっぱり情報を共有する。そし

て、全てでは私はないと思いますよ。それは当

然、長期的なものもありますし、中期的なもの

もありますし、短期で取り組むべきものもある

と思います。そうすると、八代市なら八代市の

一つのビジョンの中でやっていくものもあるわ

けですから、全てを反映するということはでき

ないかもしれませんけれども、それは要するに

行政側との協議の中で取捨選択をして、取り入

れられるものを反映していくというような考え

で文章をつくったつもりですけれども、ふぐあ

いがあれば当然直していかなければならないと

思います。 

○委員（増田一喜君） ということで、先ほど

私も言いましたように、取り入れることができ

ないというか、うちの特徴に合わないという部

分は、それはやめときましょうという結論を出

すということですね、方法としては。 

○委員（松永純一君） 活用していくために視

察研修に行って、今、出しておりますように、

今までは仮に委員長一任とかで決めていったん

でしょうけれども、そうではなくて、それぞれ

の委員会でもっと事前に勉強したり、テーマを

決めたりするわけですから、おおむねいいとこ

ろ、先進地を研修しようというのは変わりない

んですよね。しかし、実際に行ってきて、じゃ

あ、それがよかったからといって、全て八代市

に取り入れられるかといったら、それはやっぱ

り市としてのビジョン、いわゆる総合計画とか

ですね、そういうのも長期でやらないといか

ぬ、中期でやらないといかぬ、短期でやらない

といかぬものもあるわけですから、それを全て

が反映できるとは思っておりません。その中

で、いわゆる情報を共有する中で、協議をして

取捨選択をしていくというようなことで書いた

つもりですけど。 

○委員（山本幸廣君） 行政視察における申し

合わせ事項（案）という中で、この上段の３行

をですね、しっかり理解すればですね、申し合

わせをしていいものと、申し合わせをこれ以上

はせんでよかばいと。いろいろと今までの先進

地を視察した中で、物すごく反省論もたくさん

あるじゃないですか。行って寝とるやつもおる

し、はっきり言ってから真正面で寝とる者もお

るしですね。 

 今、そういう時代で、地方議会も問われとる

という中で、やっぱりどう改革していくかとい

うこともですね、これは大事だと思うんです

よ。その中で、今、市民の方々にも議会のやっ

ぱり活動というのはこういうことを……。ほと
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んどの行政視察、会派の研修を含めてですけど

もですね、市民の方々に自分たちの後援会だよ

りなり、そしてまた市政の報告なりをしなけれ

ばですね、ほとんどホームページも記載をしな

いしですね。ただ、復命書はいつも眠っておる

だけの復命書なんですよ、あえて言えば。た

だ、自分たちがやっぱり行政視察に行く以上

は、やはり、はっきり言って予算が伴うわけで

すけんでから、それ以上のことをやっぱり先進

地で学んで、調査をしながらですね、それを復

命書としてから、確固たるこういう一つの日程

で、こういう研修をしてきたんですということ

は残さなきゃいけない。やっぱりそれは必ず旅

費等にかかってくるわけですけんでから。 

 そういう流れは、今までもやっぱり先人、先

輩がつくってきたと思うんですけれども、地方

議会の今の現状では、どうやって行政視察の申

し合わせ事項をつくったらいいのかということ

をですね、みんなが理解しなければですね。そ

れは厳守しましょうと。下の６項目をですね。 

 一番の問題は、やっぱり自民党さんからも成

松委員がよく御質問しよった中で、行くとき

も、やはり行政の職員が、係長なり、担当なり

職員はぜひとも視察に同行してほしいと、これ

をやっぱり言われますんでから、絶対同行して

もらわないといかぬと思うよ。執行部に対し

て、それはやっぱり提案していく。６番目なん

ですけどですね。 

 あとはもう日常のことだと思うんですよ、申

し合わせの中では、日ごろ行政視察に行く、先

進視察に行くならば。６項目の中でですね。じ

ゃあ、それをどうやって私たちは反映していく

かと、市民に。議会の改革もどうやってこうい

う申し合わせで改革していこうというための申

し合わせだと思うんですよね。そういう中で、

６項目を、修正するところは修正をするし、こ

のままでよければこのままでいいという。 

 そういう中で、委員長、議事進行していただ

ければなと。このままで、今、増田委員が言わ

れるように、ちょっと市政への反映等について

はて。まだ（案）ですから。それはどんどん意

見は意見としてですね、出し合っていただきた

いと思います。 

○委員（中山諭扶哉君） 先ほどからですね、

話しているとおりですね、行政の方たちも非常

に予算が厳しくなって、そういう先進地に行け

るような場面がですね、恐らく大分少なくなっ

たんじゃないかなというふうに思うんです。私

たちはですね、こうやって貴重な行政視察が公

費でできるわけですから、それを持って帰って

きて、それを市政に反映してもらおうというよ

うなことは非常に重要だと思いますし。また、

その準備の段階でですね、今度、視察にこうい

うところにこういう目的で行くんだけど、それ

をどういうふうに思うとか、そういう所見を聞

くことも非常に重要で、またそれをすることに

よってですね、見方がですね、非常に行政視察

に取り組む見方も変わってくるんじゃないかな

というふうに思いますし、あり方がもっともっ

とよくなっていくんじゃないかなというふうに

思いました。以上です。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。 

○委員（山本幸廣君） 執行部の今のですね、

職員の研修費用というのは物すごくふえている

んですよ。ふえていますよ。だけども、議会に

対しての職員の同乗――。（委員長野﨑伸也君

「随行ですよ」と呼ぶ）随行ですよ。これにつ

いてはほとんど年々減ってきましてですね、そ

れについてはやっぱり議会が、きょうは議長も

出席しておりますので、それは議会の議長が執

行部に申し入れをすればいいわけですけんでか

ら。そこあたりについては申し入れをしていた

だきたいと思いますね。 

○委員長（野﨑伸也君） その件についても、

４番のほうに記載があるように、ぜひ行ってほ
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しいなというような思いで記載があるのかなと

いうふうには思います。 

 あと、皆さんからですね、今の時点で、じゃ

あ、ここは少し修正したほうがいいとか、意味

ば少し聞いておきたいというようなところがあ

れば。 

○委員（古嶋津義君） 今回、提案されたも

の、こっちには改革クラブからたたき台て書い

てあって、松永副委員長のほうから説明があり

よって、あらっというふうに聞いておりまし

た。ただ、この御提案された案を見てみます

と、大きく３点だろうというふうに思っており

ます。 

 ２点目のですね、事前に勉強をする委員会を

開催するということ、これは大変大事なことだ

ろうなというふうに思っております。私どもが

会派で行く場合は、現在は事前にちょっと会派

だから勉強会をするので、そのときに資料をお

配りしてやっとる状況ですが、委員会の場合は

その辺まではちょっと行っていないようです

が、これは大事なことであろうというふうに思

います。 

 それと５番目の、委員のそれぞれが復命書を

作成し、委員長は視察の総括を作成するという

ことでありますが、これは先ほど副委員長から

ありました所感を含むということで、復命書の

ほうは普通の委員は所感ぐらいでいいんじゃな

いかなと、復命書については委員長のほうが書

いていただければなというふうに思っておりま

す。 

 それから６番目の、おおむね１カ月以内に視

察の内容を話し合う委員会を開催をしと。これ

も大変大事なことだろうと思いますが、おおむ

ね１カ月以内ということではなく、なるだけ早

くのほうがいいのかなというふうに私として

は。忘れますので。 

 それと、費用弁償の件がちょっと出ました

が、この辺のところも考えるところじゃなかろ

うかなと。これは費用弁償は要らんとじゃなか

かなと私個人では思いますけれども、その辺の

ところは少し踏み込んだ案だろうというふうに

私自身は感じております。これも多分持ち帰り

になると思いますので、会派に持ち帰って、そ

の辺のところは説明をしながら議論したいと思

います。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。 

○委員（松永純一君） ありがとうございまし

た。実はですね、正副委員長と提案のところ

と、ということだったものですから私のほうか

らちょっと説明させていただいたんですが、２

番目のですね、言われました、視察前には調査

目的の内容を事前に勉強する委員会を開催し、

委員の共通認識を図るとありますよね。私はで

すね、個人的にはこういうものを申し合わせ事

項に入れて、八代市議会の議会、議員のレベル

がですね、問われはせぬかなと私は実は思った

んですよ。ただ、重要なことではありますの

で、これをどうやって残すかというのはあるん

ですけれども、他市の人が見ることはないかも

しれんですけれども、もしこういった申し合わ

せを八代市はしとるというときにですね、八代

市議会の議員のレベルはこういうものかとなる

場合もあるんじゃないかというのは心配しまし

たけれども、きょうはたたき台だったですの

で、入れさせていただきました。 

○委員（古嶋津義君） 私も会派の場合は、現

在は１週間ぐらい前にちょっと資料を渡してち

ゃんと、大枠は私が説明しますので、きちんと

勉強しとってくださいと。自分がどういうとこ

ろを質問するか、そこまでしとってくださいと

は言ってございます。確かに、今、副委員長が

言われていましたように、その辺のところがで

すね、ちょっと難しいところかと思いますが、

委員会ではなかなか勉強会はしませんので、き

ちんと委員長さんのほうから資料を早目に、担
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当箱に入れたらちゃんと読んでからですね、勉

強しとけば問題ないということだろうとは思い

ますが、この辺のところはまた委員長、副委員

長でちょっと検討していただきたいと思いま

す。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。副委員長もですね、言われたとおりのと

ころかなというふうには思うんですけれども、

事実、実際、今、委員会を開催して勉強会を事

前にということはやっていないというのがあり

ましたので、皆さんの共通認識を図っていって

いただきたいというようなところで掲載がある

のかなというふうに思います。 

 これも含めまして、皆さん方の御意見を総括

すると、持ち帰りと、もう一回というところだ

ろうというふうに思いますので。文言の修正で

すね、何点か今出していただきましたので、そ

こについてはこちらのほうで修正をかけたいと

いうふうに思います。改めて会派に持ち帰って

いただいて、修正も含めてございましたらです

ね、また次の会議の中で検討していきたいとい

うふうに思います。 

 それでは、この件に関して、一旦会派に持ち

帰り、次回の委員会において引き続き協議する

ことに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。それではレジュメに戻

らせていただきます。 

 ⑤議会のＩＣＴ化、タブレット導入などにつ

いて、各会派での協議内容等について披瀝いた

だければというふうに思います。どなたからで

も結構でございますけれども。前回ですね、議

会のＩＣＴ化の関係については、まず、鏡の議

場周辺のＷｉＦｉ環境の整備を追加してお願い

をしたいということがありました。また、タブ

レットの導入に際してということでは、それを

いろんな販売等をされている業者さんのところ

からデモンストレーション、説明等をですね、

議会のほうにいろいろと先進自治体のほうで入

れられているところとかたくさんあるというこ

とでございますので、そういったところの話を

聞いたらどうかというようなこともございまし

た。 

 また、若年、年配の議員の方、議員それぞれ

年齢差がありますけれども、少し抵抗感がある

方がいるんじゃないかというようなこともあり

ましたし、そういった話の内容でございまし

た、前回のほうは。それも踏まえてということ

でお持ち帰りいただいたわけなんですけれど

も、会派での協議内容についてお知らせいただ

ければというふうに思います。 

○委員（古嶋津義君） 結論から言いますと、

うちのほうではもう少し研究してみようじゃな

いかということでございました。例えば、委員

長が今言われるように、年が上から下までおり

ますので、なかなかなじめない人もいるだろう

と。それと、一般質問の途中、本人が一般質問

じゃなくて、聞いている間にいじくって何しよ

るかわからんとじゃなかっだろうかと、そうい

う心配もちょっと出ましたので、その辺のとこ

ろをもう少し、先進地のあたりをしっかりと勉

強しながらもう少し研究したほうがいいんじゃ

ないだろうかという結論でございました。 

○委員長（野﨑伸也君） 今の件については、

タブレット導入の関係かなというふうに思いま

す。 

○委員（古嶋津義君） そうです。 

○委員長（野﨑伸也君） あと、ＷｉＦｉと

か、連絡網の関係については何かなかったです

か。 

○委員（古嶋津義君） そこまで見るかなとい

う話が出ました、連絡なんか。ペーパーならち

ゃんと文書が来ますので、何月何日に委員会の

開催とか、きちんとわかりますが。 

○委員長（野﨑伸也君） この間、御説明のと
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きはですね、即座にそれに移行するというよう

なことはしませんということです。電子媒体で

の連絡、プラス現状の紙ベースでの連絡という

のも併用してもうやっていきましょうというよ

うなことでしたけど、そちらも何もなかったで

すか。 

○委員（古嶋津義君） そこはうちは出なかっ

たです。 

○委員長（野﨑伸也君） そうですか。 

 ほかにございますか。 

○委員（増田一喜君） うちもですね、機械的

なものだから、使い方を何回か勉強会をして、

うまく使えるようにというのが一つありまし

た。 

 それと、タブレットって、今ちょっと言われ

たけど、タブレットで連絡何とかと言ったら、

タブレットを個人用に与えられて家にも持って

帰ったりとか、そうすることを意味するんです

か、連絡網がどうたらというのは。今、電話と

かがあったりするけど。今のはどういう意味な

んですか。ちょっとわかりづらい。 

○委員長（野﨑伸也君） 前回の提案の文面と

いうかですね、あれを見ていただきたいんです

けれども、タブレットについては個人が所有す

るものを使用いただくと。通信費に関しても個

人負担というようなことでございます。 

 連絡網についてはですね、今、それぞれ個人

の方がいろんなもの、携帯電話もありますし、

スマートフォンを使っておられる方もおられる

と思います。パソコンの連絡先があるかもしれ

ません。それは使っておられる方の媒体はそれ

ぞれで結構と。こちらの事務局のほうからいろ

んな部分で連絡をしていきますということです

ので、そこはちょっと違うんじゃないかなとい

うふうに思います。 

 よろしいですか。例えば、増田委員が携帯ば

使っとらすというようなことであれば、何月何

日、委員会の開催ばしますというときには携帯

のほうにメールが来たりとかというふうな連絡

網ということになります。 

○委員（増田一喜君） ということは、タブレ

ットも自分で個人持ちのやつに来るという意味

ね。 

○委員長（野﨑伸也君） タブレットには限定

せぬでよかと思います。タブレットを持ってい

る方はタブレットでもよろしいですし、パソコ

ンならパソコンでも結構かと思います。 

○委員（増田一喜君） ということは、議会の

中でタブレットなんかを使うという意味じゃな

いんですか。 

○委員長（野﨑伸也君） いや、議会の中でで

す。 

○委員（増田一喜君） 使うんでしょう。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。 

○委員（増田一喜君） それを個人で持てとい

うこと。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。 

○委員（増田一喜君） そしたら、もう一つ

ね、心配なのは、タブレットもスマートフォン

もいろいろなインターネットで情報が入ってき

ますよね。それが今、古嶋委員さんも言われた

ように、何が入ってくるかわからないと。議会

中に、だから皆さんには見えないんやけど、何

かほかの情報、今、週刊誌の記事とか、新聞記

事なんかも見れますよね。ああいうのを見てい

るとか、その心配がちょっとあるということ

で。なかなかそれをするのに、何というのか

な、議会は議会の中では議会に関係することだ

けしか見れないというようなこともやらにゃい

けぬのかなという気はするけど、それを規制す

るというのもなかなか難しいんじゃないかな。

どんなもんですかね、それは。 

○委員長（野﨑伸也君） 前回ですね、鳥羽市

議会ですかね、先進地として見に行かせていた

だいたときも、そういった話も出たんじゃなか

ったかなというふうに思います。ある意味、議
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員の中のモラル的なところで運用しているんだ

というような話だったかというふうに思いま

す。あと、それで足りないというようなことで

あれば、あえてじゃありませんけれども、今ま

での例のように、申し合わせ的なところもです

ね、つくるべきじゃないかなというふうには委

員長としては思います。 

○委員（増田一喜君） だけど、モラルという

のはあれでしょう、性善説で、こういうモラル

でこういうことはだめなんですよと言ってもで

きない。だけど、今度は申し合わせで規制する

みたいになったって、それは現実にどこまで行

けれるかとなりますよね。本当に誰も見えな

い、自分だけこうやって見とったらわからな

い。なかなかこれは難しいものだなという気は

するんですけれどもね。 

 確かにペーパーレスにはなるんでしょうけれ

ども、だけど、それはそれとして、今度、小さ

な画面の中で見ると、比較しようとしたときに

うまく使えない人はできないんですよね。かえ

ってペーパーで２つ並べたほうが見やすいとい

うこと。機械は便利かもしれないけれども、そ

ういう煩わしさが今度は出てくるというのがあ

るんだけれどね。だけん、もうちょっとスムー

ズにできるんですよというのが皆さんに伝わら

ないと、なかなか使えないんじゃないかなと。 

 それと、今、ガラケーというんですか、あれ

を持っている人と、スマートフォンを持ってい

る人と、今みたいに自分の持っているやつを使

いなさいよとなってきたときに、スマホなんか

買いたくないという人はどうなるのかなという

気もするんだけど。 

○委員長（野﨑伸也君） まず、最初のほうは

ですね、いきなり全部それに移行するというよ

うな提案じゃないんですよ。最初に言いました

ように、それを使いたい人はそれを使ってくれ

と、持ち込みも可にしますよというようなとこ

ろなんですよ。資料は紙でやっぱり見たいとい

うことであれば、それも可とすると。これまで

どおり紙で配ってもらうというようなことを並

行してやっていきましょうと。少しずつなれて

いって、最終的にはそういうＩＣＴ化のほうに

移行できればなというようなところで御提案を

させていただいていると。 

 あと、自分の使えるものば使ってもらえば結

構ですので。連絡網としてはかなり簡単だと思

うとですよね。メールは多分誰でもされている

と思いますので。そこは非常に重要なところだ

と思うんですよね。やっぱり災害的な部分が起

きたときに、電話連絡で連絡がとれないという

ようなことではやっぱり。なかなか迅速な部分

でですね、非常に重要かなというふうには思い

ます。 

 わざわざ何か買うてからやってくれという話

ではございません。だけん、とりあえず議会と

してそれを導入しましょうと。ただ、どっちも

これまでどおり紙での配付もありますし、それ

を電子媒体を使ってもいいしというようなとこ

ろでの御提案になりますので。少しずつ進めて

いこうということでございますので、一気に電

子化というようなわけではございません。皆さ

んが持っているものを使っていただければ結構

かというふうに思います。携帯電話であれば、

携帯電話で結構ですし、スマートフォンであれ

ばスマートフォンでも結構です、タブレットで

あればタブレットでも結構かというふうに思い

ます。 

○委員（山本幸廣君） 連合市民クラブからの

御提案でありますので。まずは議会のＩＣＴ化

を進めようということは一つの時代の流れだと

思うんですよね。これだけの国際化社会になっ

てきたわけですので。 

 今、マスコミ等が報道している北朝鮮とか、

アメリカとかですたい、中国とか、ロシアとか

何か、このようなアジア周辺を見ても物すごい

緊迫。やっぱりそういうのを含めればですね、
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ＩＣＴ化というのは進めていかないかん。 

 その中で、情報の発信の強化なり、議員同士

の連絡網の整備、さらにはタブレット活用をす

るという。そういう中で、メリット・デメリッ

トは必ずあると思うわけですよ。我々なんかデ

メリットあるもんな。もう年寄りだけんでか

ら、はっきり言ってからファックスば送ってく

れればよかばいという。議会ではこういうこと

でというか、思うし。 

 だけども、一つのやっぱり時代の流れという

のは、これは絶対それに乗っていかないかぬ

と。それはやっぱり、全国の議長会もあるんで

すけれどもですね、ここら等についてもやっぱ

り、ある程度、全国議長会で承認、予算要求で

もできるようなですね、体制をこれから今後並

行していかないかん。これは個人で購入せない

かぬという中でも、やはり議会についてＩＣＴ

化が進めばですね、それだけの設備投資をせな

いかぬとですよ。投資をしていかないかん。 

 個人的に単なる情報云々ならばですね、携帯

でもよかですし、タブレットでもいいんですけ

れども、全体のＩＣＴ化を進めれば、やはり議

場のＩＣＴ化の整備を、きちんとよそに負けな

いような整備をしていこうと。それについては

やっぱり、議員同士じゃなくしてから、議会だ

けじゃなくしてから、市民に対してもですね、

そういうのが発信できるような、そこまで考え

ていくようなですね、ＩＣＴ化を進めていけれ

ばなというふうには思っておりますので、物す

ごくこの連合市民クラブの提案については賛成

です。 

 ただ、やっぱりそれはどうしても共通認識も

要るし、まだそれはやっぱり研修も重ねていか

なければ。やっぱり全員がそれを理解してもら

わないといかんもんだけんな。一部じゃいかん

もんだけんですね。 

 そういう中で、この前、鳥羽のほうに行って

研修してきた中で、一長一短あるわけですけん

でから、八代市にはこういうのが一番いいんじ

ゃないかというのを最終的に申し合わせをして

いくと。これは情報も申し合わせをしなければ

ですね、ここまではこれぐらいでやっとこうや

と。専門的な分野のときにはどんどん、いっぱ

い、はっきり言ってから入っとるけんな。利用

できるけんな。俺たちははっきり言ってガラケ

ーだけんでから、はっきり言ってから幾つかし

か見らんけんでから、増田委員が言うように、

見らないようにしとるわけだけんでから、逆

に。そういうことも――。（｢メールと電話ば

っかり、ガラケーは」と呼ぶ者あり）ガラケー

はそげんでしょうが。そういう中でも進めてい

こうと私は思います。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

○委員（増田一喜君） ちょっと余分なことか

もしれんけども、今、議場とか、委員会には大

体、原則として、原則というか、電話、録音

機、写真機とかというのは持ち込めないですよ

ね。不必要な新聞なんかも、雑誌も持ち込めな

いというふうになっているけれども、申し合わ

せしましてこれを決めたら、これはいけるのか

な。今はスマートフォンで、写真から録音、そ

ういうのまで全部できるようになっているか

ら、持ち込めないものが持ち込めますとなって

くると、そういうふうなことになるからね。 

 以前は、携帯電話でも議場にはカメラを持ち

込んじゃいかん、電話を持ち込んじゃいかんと

言われて、でも、こっそり持ち込んできて後ろ

でカシャカシャやって撮っていた人もいたよう

ですけれども、そういうことは今の話では余分

なんだろうけれども、どんなですか、事務局の

ほうはこれは。決めればそれでオーケーかな。 

○委員長（野﨑伸也君） 事務局、今、質問が

来ていますけれども。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） 議会のその

辺は自律的な部分になりますので、議会でお決
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めになったとおりでございます。（委員増田一

喜君「いけれるというわけや」と呼ぶ）はい。 

○委員長（野﨑伸也君） 補足しますけど、そ

ういうところがあるから、導入する、導入した

いというようなことでございますので、導入す

るとなったときには、やっていきましょうとな

ったときには、そこは可になるわけですよね、

持ち込みが。それをお願いしたいということで

す、まさに。 

○委員（増田一喜君） ほんと先走るけれど

も、じゃあ、傍聴者のほうはどうなるのかな。

傍聴者はやっぱり別になるわけ。議員にはそれ

でいいけれども、議員が持てないから、私は傍

聴者も持てないというふうに、ある意味では感

じているんだけれども、そこはどういうふうに

判断したらいいのかな。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） 傍聴者に対

してはですね、傍聴規則というので規制がかか

っております。議員さんについては特に規制は

ないんですが、長年のそういった暗黙のルール

という中でですね、今まで来ておりますので、

新たな取り決めをなされればその取り決めに従

って進めていくことになると思います。 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか。 

○委員（増田一喜君） はい。 

○委員（中山諭扶哉君） 今の言われている部

分ですね、非常にモラル的な部分を感じるんで

すけれども、私たちが考えている以上に、恐ら

く進んでいる部分がＩＴ化の部分ではあるとい

うふうに思いますし、もしも必要であればです

ね、電波を遮断するということもできるような

時代ですから。どこまでやるかはですね。携帯

もスマホの電波もですね、遮断することができ

る時代ですから、どこまでやるかというところ

にそこら辺は入っていくんでしょうけれども、

会派としてはですね、ぜひですね、今、あった

ような提案とかですね、説明、取り組みをです

ね、ぜひ進めてほしいというのが会派からの回

答でございました。 

 またですね、天草市とかですね、先に導入さ

れているところ、近隣のところでもですね、ぜ

ひ行ってはどうかという声もありましたし、い

いところ、悪いところはもちろんあるというふ

うなことですけど、それもですね、検討材料の

一つとして考えていくことが必要じゃないかな

というふうに思いました。 

 また、タブレットについてもですね、パソコ

ンの持ち込みもオーケーな議会もありますから

ですね、タブレットに関しても、値段もです

ね、１万円代からあるような時代ですから、そ

こまで個人の負担にはならないんじゃないかな

という部分はですね、思っております。 

 以上です。 

○委員（松永純一君） 山本委員――私たち未

来で協議したことにちょっとつけ加えますとで

すね、連合市民クラブさんが提案しておられる

のは４点あったんですね。１番目が情報発信の

強化、２番目が議員連絡網の再整備、３番目が

議会におけるパソコン、タブレット等の活用、

４番目がＷｉＦｉ環境の整備ということでし

た。 

 ３番目の議会におけるパソコン、タブレット

の活用は、今、皆さんが言われたようなことが

ありますのでですね、すぐ取り組める問題じゃ

ないと思うんですね。いろいろ温度差のあるこ

ともありますし、また本当に大丈夫なのかとい

うのもありますしですね、よほどこれはまだ検

討していかなければならないことがあります。

ただ、うちの代表が言いましたように、ＩＣＴ

化についてはですね、やっぱり進めていくとい

う方向でいかにゃいかんわけですね。その中

で、１番目の情報発信の強化、これをもう少し

具体的に説明してもらいところもあります。 

 それから、議員連絡網の再整備、これはこの

前熊日でですね、熊本市さんがＳＮＳで取り組

むという記事が。切り抜いとけばよかったんで
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すけれども。この２つについてはですね。 

 それから４番目のＷｉＦｉ環境についてはで

すね、今、会派室もないしですね、再選後は会

派室をつくるというような申し合わせもあった

ようですけれども、それらができてからどうす

るのかということになるだろうと思うんですよ

ね。 

 ですから、私はできれば１番目と２番目をも

う少し内容を具体化していただいて、そして３

番目のパソコン、タブレットは方向性はそうだ

ろうと。しかし、勉強会や研修会やいろんな取

り決めをですね、していかなければならない

と。ＷｉＦｉ環境についても、これは今すぐす

るということじゃないだろうと思うんですね。

会派室もないところにですね、それはやっぱり

ちょっと無理だと。だけん、そういった会派室

とかがこの中で整備されたときにするのか、あ

るいは新庁舎を建設するときにそういった整備

をするのかというような大まかなところはです

ね、決めてもいいと思うんですけれども。 

 熊本市あたりが熊本地震によって議員連絡網

の再整備あたりをしておるという記事が実際に

ありましたので、この１、２については、も

し、できるものであればですね、もう少し内容

を具体化して、わかるようにしていただいて取

り組めればというふうに思います。 

 というような意見です。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（山本幸廣君） 今、副委員長が言われ

たとおり、また、中山委員が言われた中でもで

すね、やっぱり研修を重ねたほうがですね。模

擬研修じゃないですけれども、やっぱり現場を

ですね、傍聴に行ってですよ。説明を聞くよか

な、そのときに我々が傍聴に行ってその模様を

ですよ、風景というか、その現状を見るという

のが一番ためになるような気がするわけですよ

ね。そぎゃん思わんですか。私はそぎゃん思

う。やっぱ現場を見たなら、ああ、こういうの

をやっとる、こういうのをやっとると。後から

総括でいろんな意見を聞いて。 

 大津に行ったときには、やっぱりペーパー資

料ばっかりだったけんね、説明というのが。わ

からんたいな、やっぱもう。どぎゃんとば扱い

よっかよくわからんし、ただ資料だけもろうて

説明は聞くばってんたい。 

 そういうところは、今、中山委員が言われた

ように、委員長、前に進めていく中でですよ、

一つ一つ解決できると思う。２つぐらい今、あ

りますけんでから。先進地を……。天草が一番

早か。 

○委員長（野﨑伸也君） はい、わかりまし

た。 

○委員（村川清則君） ただ、そのメリットは

ペーパーレス化と書いてあるのが気になっただ

けです。どこかの管外視察に行ってですね、導

入したけれども、結局、ペーパーレス化にはつ

ながらなかったというあれがあったんですよ。

例えば数年前のデータとちょっと比較するとき

に、タブレットじゃちょっとできんかなと思っ

ただけ。紙ならば簡単にできるけど。うちの会

派では、俺らがやめた後、入れたいというよう

な話がありました。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 皆さんからいろいろ意見をいただきましたけ

れども、連絡網の関係についてはですね、特

段、皆さんの反応が悪いような感じではなかっ

たというふうには思うんですよね。皆さんが使

っている媒体にこちらから配信をさせてほしい

というやつ。あわせて今の紙媒体でのはがきだ

ったり、封書だったり、そういったところも並

行して行っていきますよということですので。

ただ、私は、紙媒体はもう要りませんと、各議

員からですね、私はこっちのほうで結構ですと

いうことであれば、そちらのほうに移行してい

くというような方法で進めていければというふ

うに思います。 
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 今、松永委員からもありましたけれども、や

はり災害が起きてからのことを考えての提案と

いうのもありますので、それを受けてから自分

たちの教訓としてですね、やったほうがいいん

じゃないかというような提案でございますの

で。こちらのほうについてはですね、特に進め

る方向で行ければなというふうに思います。 

 ただ、今の皆さん方の意見を聞いていると、

やっぱりタブレットの導入ですよね。議会に対

して導入していくときに、非常に心配な部分が

あるんだというような部分でひっかかりがある

ような感じがありましたけれども。 

○委員（中山諭扶哉君） フェイスブックに関

してはですね、いろんな方が上げられている部

分もありますし、議会のフェイスブックって結

構いろんなところでもうつくられているので。

情報発信の場としてはですね、一番いいところ

じゃないかなと思いますので、議会からの発信

というところでは、ぜひつくっていただければ

なというふうに思います。 

 それと、連絡網のほうですね、例えば一般の

ソフトとかを使ってしまうと、情報の漏れとか

ですね、もしかしたら部外秘に関する情報とか

もですね、行ってしまう可能性ももしかしたら

あるのかなと思いますので、行政のですね、シ

ステムのほうとちょっと、こういうことってで

きますかというような感じでもですね、一回何

か話を聞くことも必要なんじゃないかなという

ふうに思うんですよね。簡単にできるようであ

ればですね、そういう連絡網、今、行政の中で

はスケジュール管理とかに使われているような

部分もありますしですね、そういうところもぜ

ひ話を聞いてみたいなというふうには思いま

す。意見交換をしたいというふうに思いまし

た。 

○委員長（野﨑伸也君） 一応ですね、鳥羽市

さんのほうでは、ツイッターのほうとかを使わ

れているようなところですね。今、言われまし

た、若干研修ば少し入れたほうが、皆さんの理

解も……。 

○委員（村上光則君） 今、山本委員から言わ

れたように、やっぱりそういう先進地があれば

ですね、やっぱりそこを見たほうが一番よかっ

じゃなかですかね。我々も全然わからんとです

よ。はっきり言って。恥ずかしい話だけれど

も、我々にはもうわからんから、どぎゃんなっ

とっるかわかりませんから、そういうところを

視察をして。時代の流れでしよんなかとは思う

とですよね。そういう勉強もしたいと思います

ので、まずはそういう先進地視察をしてやって

もらえば。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

 それではですね、御提案しているのが４点あ

ったというふうに思います。情報発信の強化と

いうことで、ツイッター、フェイスブック、ラ

イン、そういったものを使って、若者向けです

よね、簡単に議会の情報を取得できるような整

備を行ってほしいというようなこと。これにつ

いても少し勉強をしたいというような御意見も

ございましたが、それでよかったですかね。勉

強したいというような話がありました。 

 あと、２番目については連絡網の整備という

ことですけれども、こちらについては皆さん方

はおおむねいけるんじゃないかなというような

思いはありますけれども、もう一度確認の意味

を込めて、各会派でちょっと検討いただきたい

というふうに思います。並行して行っていきま

すというようなところですので。（｢ペーパー

と」と呼ぶ者あり）ペーパーと。 

○委員（山本幸廣君） 今の委員長の発言が一

番大事なんですよ。私は個人的には、はっきり

言ってから、携帯でラインが来っじゃないです

か。ところが、自分が個人の携帯を忘れたとき

には、奥さんが家におってですね、家族が…

…。奥さんが一番大事なんです。だからファッ

クスが一番よかっです。極端な話ですよ、今の
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現状ではファックスが一番安全パイなんです

よ、はっきり言って。それをどうしても、ＩＴ

化が進んでいくから、それについてはやっぱり

共通認識の中で共通でスタートしていくという

のと、並行して考えていくという、これをやっ

ぱり認識を持っておかなければな。おいどみゃ

やっぱり嫁御だもんな。ファックスで嫁御が大

事にやっぱりとっとって、ぴしゃっとしとらす

けんでから。あと、日程にずっと書き込んで、

それでするわけだいけんでから。携帯見たとこ

ろで後からわからんもん。いっぱい入ってくる

もんだいけんでから。（笑声） 

○委員長（野﨑伸也君） ということで、連絡

網の再整備については並行してやっていくと。

紙媒体もありますし、電子媒体でのというよう

なことでも進めていきたいと思いますので。そ

ちらの点についても、会派のほうでもう一回御

確認をいただきたいと思います。 

 あと、議会におけるタブレットの活用ですよ

ね、持ち込みの件については先進地のほうを少

し見たいんだというような御意見が多かったよ

うに思いますので、近くで、天草というような

こともございました。少し天草市さんのほうに

ですね、照会をかけて、どういったところで見

せていただけるかわかりませんけれども、ちょ

っと確認はさせていただきたいというふうに思

います。 

 ただ、おおむね今の第３期の八代市議会とい

うようなところじゃなくて、新しい議場の関係

もですね、絡んでくるだろうというような話も

ありましたので、とりあえず、今このメンバー

で一回勉強はしたいというようなことですよ

ね。ということでまとめたいと思います。 

 あと、ＷｉＦｉ環境についてもですね、今、

ここに会派室がないものですからというような

ことがありましたので、これも少し今後の検討

事項かなというようなところでまとめていけれ

ばというふうに思います。 

 ということで、次回までにですね、連絡網の

関係についてはですね、皆さん方、会派のほう

で協議のほうをお願いいたします。あとは、ち

ょっと事務局と相談をしながら、視察できるの

か、できないのかも含めてですね、考えさせて

ください。 

 あと、中山委員から言われた連絡というか、

外への発信ですよね。今はホームページだけで

すので、それ以外のというようなところについ

ても、少し事務局とこちらの正副委員長で考え

させていただければというふうに思います。 

 それでは、何点か持ち帰りというのがござい

ましたので、そちらで御協議いただくように、

一旦持ち帰って協議いただくということでよろ

しいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 続いて⑥、⑦というのが残っておりますけれ

ども、済みません、本日の協議はですね、この

程度にとどめられればなというふうに思います

けれども、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは本日の協議

はこの程度にとどめたいというふうに思いま

す。そのように決しました。 

 それでは次に、次回の開催日について御協議

願いたいと思います。 

 取り決めでは、毎月第１及び第３木曜日とい

うふうになっております。そうなりますと、次

回は５月４日ということになりますが、ちょう

どゴールデンウイーク中と、中日になっており

ますけれども、いかがでしょうか。（｢休みだ

ろ、５月４日は」と呼ぶ者あり）５月４日は休

みです。ゴールデンウイーク中ということにな

ります。 

○委員（山本幸廣君） これはだめですもん

ね。その次の週は。 
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○委員長（野﨑伸也君） その次の週は何かが

入ってたんじゃなかったですか。５月がです

ね、非常に――。（｢小会しましょうか」と呼

ぶ者あり）小会しますか、１回。じゃあ、小会

します。 

（午前１１時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２５分 本会） 

○委員長（野﨑伸也君） 本会に戻します。 

 それでは次回の議会運営委員会の開催日は、

協議いただきましたとおり、５月８日月曜日、

１０時からとすることに御異議ございません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 つきましては、持ち帰りとなっております項

目については、次回の会議までに意見集約して

いただきますよう、お願い申し上げます。 

                              

◎その他 

○委員長（野﨑伸也君） その他について、何

かございませんか。ありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 先走って言うばって

ん、政務活動費で、タブレットんごたっとは買

われんと。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。議会

事務局、項目であったつかな。（｢あるよ」｢備

品購入にすれば会派なら買わるったいな」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 事務局、回答できま

すか。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） タブレット

を個人個人にですね、購入することはどうかと

いうことで、実際、プリンターとかパソコン、

そういったものを御購入いただいております。

使い方次第ではあると思いますが、可能だと思

います。（｢個人になると」と呼ぶ者あり） 

○委員（山本幸廣君） 私が議長のときはです

ね、没収しました。会派んとば個人で使いよっ

たけんですね。その分については全額支払いし

てもらいました。返還していただきました。そ

れは一会派のところね。 

○委員（村上光則君） 私もそういう経験があ

ります。個人ではだめでした。 

○委員長（野﨑伸也君） 一旦小会します。 

（午前１１時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３０分 本会） 

○委員長（野﨑伸也君） 本会に戻します。そ

の他について何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） なければ、これで議

会運営委員会を終了いたします。 

（午前１１時３０分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年４月２０日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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